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ジ ャー タカ にみ る手 紙

古代インド文字文化断章

水 野 善 文

は じ め に

か つ て,イ ン ドの 表 現 文 化 を探 る とい う視 点 か ら,サ ンス ク リッ ト文 学 お よ び

中 世 ヒン デ ィー 文 学 の 諸 作 品 の な か に あ らわ れ る 「手 紙 」 を概 観 した こ とが あ っ

た1).そ の際 は,カ ー リダ ー サ の 諸 作 品 を初 め とす る カ ー ヴ ィヤ や プ ラー ナ文 献

か ら 「手 紙 」 の 描 写箇 所 を,先 行研 究[Banerji, 1958, 1977]も 参 照 しつ つ 見 渡 し,

併 せ て サ ンス ク リ ッ トの 「手 紙 の 書 き方 帳 」[Banerji, 1960]も 紹 介 した が,表 現

方 法 を 探 る と い う趣 旨 か ら,記 さ れ な い 伝 言(sandesa-),す な わ ち 『メ ー ガ ・

ドゥー タ』 に発 す る と こ ろ の使 者 文 学 に 的 を 絞 っ て,そ の レ トリ ッ クの 一 部 を解

説 した.

そ う した 関 心 の も と,手 紙 の よ り古 い例 を 調査 す べ く,今 回 は ジ ャ ー タ カ を材

料 とす る こ とに した.周 知 の 通 りジ ャ ー タ カ は 民 間 説 話 に取 材 して い るか ら,ひ

ろ く一 般 社 会 に お け る文 字 文 化 の一 端 と して の 手紙 の 習 慣 を探 り う るの で はな い

か と予 想 す るか らで あ る2).

手 紙 文 の 表 出 箇 所

手 紙 を含 意 す るパ ー リ語 に は,panna-,lekha-,sasana-,sandesa-等 が あ り[Buddha-

datta,他],そ の ジ ャ ー タ カ に お け る用 例 は イ ン デ ッ ク ス[Yamazaki]に よ っ て

一 目瞭 然 で あ るが
,こ こで は 手 紙 の 内容 に基 づ い て 分 類 しなが ら紹 介 し よ う.手

紙 の文 面 が 記 述 さ れ て い る箇 所 を 中心 に,の ち に検 討 す る手 紙 の素 材 との 関 連 で

文 面 の 長 さ を知 る た め,文 面 を そ の ま ま 引用 し,他 は 必 要 に応 じて言 及 す る に と

どめ る.(な お,パ ー リ文の 引用 はPTS版(巻 数:頁:行),和 訳 は春秋社版 に よる.)内

容 に基 づ け ぼ,(1)公 的書 簡,(2)契 約 文 書,(3)私 的書 簡,と 大 ま か に分 類 で

き る.
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(172) ジャー タカにみ る手紙(水 野)

(1)公 的 書 簡

I:178:28=J23・7人 の 王 → バ ー ラ ー ナ シ ー 王 へ の 信 書(pannam) : amhakam rajj-

am va detu yuddham va(我 々 に 王 国 を 与 え よ.さ もな くぼ戦 い だ.)

1:263:25=J51・ コ ー サ ラ王 か ら シ ー ラ ヴ ァ王 へ の 信 書(sasanam) : rajjam va detu

yuddham va(国 を 渡 せ,さ もな くぼ戦 い を)

・シ ー ラ ヴ ァ 王 の 返 書(patisasanam) : n'atthi maya saddhim yuddham
, rajjam upasam-

kamitva (私 と戦 うこ とは な い.国 を取 るが よ い.)

1:409:18=J100・ 祖 国 バ ー ラ ー ナ シ ー を 奪 わ れ た 王 子 → コ ー サ ラ 王 へ の 手

紙(pannam) : rajjam va detu yuddham va王 国 を か え せ,さ もな くぼ戦 え)・ 返 書(pati-

pannam) : yuddham demi(戦 お う)

1:437:17,438:5,439:25:Jl20・ バ ー ラ ー ナ シ ー 国 の 辺 地 に 派 遣 さ れ て い た

将 軍 → ブ ラ フ マ ダ ッ タ 王 へ の 手 紙(pannam): ito uttarim mayam na sakoma(今 後,

私 た ち だ け で は治 ま る こ とが 出来 ませ ん)

・凱 旋 途 中 の ブ ラ フ マ ダ ッ タ 王 → 都 に 残 っ た ボ ー デ ィ サ ッ タ へ の 手 紙

(pannam) : nagaram patijaggapetu(都 を整 え よ)

・(出 征 中 の 王 か ら 王 妃 へ 消 息 を 伝 え る)手 紙(pannam)を も っ て き た64人

の 男 ・ ・

Ⅱ:21:11=J'156・ 大 工 の 町 の 人 々 か ら コ ー サ ラ 王 へ の 信 書(sasanam) : am-

hakam ranno aggamahesi paripunnagabbha, 'ito kira sattame divase puttam vijayissatiti' an-

gavijjapathaka ahamsu, sace sa puttam vijayissati mayam sattame divase yuddham dassama, na

rajjam,etatakam,kalamagametha(わ た した ち の 王 妃 は臨 月 で す.占 い 師 が,こ れ か ら

七 日 目に 男 の 児 が 生 まれ るだ ろ う と言 って お ります か ら,も しも七 日 目 に 男児 が生 ま

れ た ら,わ た した ち は戦 い ます.決 して 王 国 は お渡 し しませ ん.そ の 時 ま で待 っ て く

だ さ い.)

Ⅱ:74:22=J176・ 辺 境 の 兵 士 → 王 へ の 有 事 を 知 らせ る 手 紙(pannam)〈 文 面 な

し>

Ⅱ:90:8=J181・7人 の 王 → バ ー ラ ー ナ シ ー 王 へ の 信 書(pannam) : rajjam va

detuyuddhamva(国 を与 え よ.さ も な くぼ戦 え.)

Ⅱ:94:21=J182・ 敵 の 王 → バ ー ラ ー ナ シ ー の ブ ラ フ マ ダ ッ タ 王 へ の 信 書(pan-

nam):rajjam va detu yuddham va国 脅 与 え よ.,さ もな くぼ戦 え.)

Ⅱ:104:8=Jl86・ カ ー シ 国 の 男 → バ ー ラ ー ナ シ ー 王 へ の 信 書(pannam):yud-

dhamvamedeturajjamva(戦 うか,さ もな くぼ 王 国 を 与 え よ.)

Ⅲ:4:13=J301・ ア ッ サ カ 国 の ナ ン デ ィ セ ー ナ 大 臣 → カ ー リ ン ガ 国 王 へ の 信

書(sasanam) : attano rajjasimayam eva　hotu,m  a amhakam rajjasimam otaratu, ubhinnam ra-
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(173)ジャータカにみ る手紙(水 野)

jjanam antare yuddham bhavissati (ご 自分 の 領 土 内 に と ど ま りな され.わ れ わ れ の 領 土

内 に侵 入 な さ る な.戦 は二 者 の領 土 の 中間 にて 行 な お うで は な いか.)

Ⅲ:8:7 ,9〈 同 上 〉・ナ ン デ ィ セ ー ナ → カ ー リ ン ガ 国 王 へ の 親 書(sasanam):

imesam　 catunnam　 rajakannanam　 dayajjakotthasam　 pesetu,　sacenapeseti　 katabbam　 ettha　janis-

semi(こ ち らの4人 の王 女様 が た に財 産 の分 け前 を お送 り くだ され.も しお 送 り くだ

さ らぬ とき に は,こ ち ら に も ど うす べ きか 期 す る とこ ろが あ ります ゆ え.)

Ⅲ:498:18=J431・ 大 臣 た ち → 王 へ の 手 紙(pannam) : haritatapaso evam akasi(ハ ー

リタ苦 行 者 は,こ の よ うな こ とを して お ります)…

Ⅳ:133:4=J462・99人 の 兄 で あ る 王 子 た ち → サ ン ヴ ァ ラ 大 王 へ の 手 紙(pa-

nnam) : chattam va no detu yuddham va(我 々 に傘 蓋 を よ こせ.さ も な くぼ戦 だ.)

V:300:23=J531・ サ ッ カ の 七 人 の 王 た ち へ の 信 書(sasanani) : pabhavati kusara-

janam chaddetva agata, agacchantu pabhavatim ganhantu(バ バ ー ヴ ァテイー が クサ 王 を 捨

て て 帰 って 来 た.(望 み とあ ら ぼ)こ ち らへ 来 て,パバ バ 一ヴ ァテ ィー を得 られ た い.)

V:300:28〈 同 上 〉 ・信 書(sasanani):　 sabbesampiamhakam, pabhavatim va detu yud-

dham va(バ バ ー ヴ ァ テ ィ ー を われ われ 全 部 に与 え るか,そ れ とも戦 争 か.)

V:443:23=J536・ バ カ 王 → パ ー ヴ ァ リ ヤ 王 へ の 手 紙(pannam) : bhariyam va me

detu detu yuddham va(妻 を わ た す か,そ れ とも戦 い か?)

V:458:14,15=J537・ バ ー ラ ー ナ シ ー そ の 他 の 王 が 贈 り物(pannakarena)と 一

緒 に(saddhim),忠 告 を 守 っ て い る 旨,手 紙(pannani)を ス タ ソ ー マ に 出 した.

ス タ ソ ー マ の 返 事(pannani) : appamatta hotha(怠 らぬ よ う に.)

VI:334:10=J546・ 大 臣 → 王 へ の 手 紙(sasanam):devapacinayavamajjhakagame

siriva4dhasetthiputto ma-pandito nama sattavassiko va samanoevarupan nama salam karesi,

pokkharanim pi uyyanam pi karesi, imam p-am gahetva anemi ma anemi(王 様,東 ヤ ヴ ァ

マ ッ ジ ャ カ村 に,シ リヴ ァ ッダ カ長 者 の 息子 で マ ホ ー サ ダ 賢 者 とい う,未 だ 七 才 で あ

りな が ら,こ の よ うな(り っ ぱ な)堂 を建 て た(者 が お りま す).蓮 池 や 庭 園 も造 ら

せ ま した.こ の賢 者 を(王 宮 に)つ れ て 参 りま し ょ うか.如 何 致 し ま しょ うか 。)

VI:335:2,8,11,13,17〈 同 上 〉 ・大 臣 → 王 へ の 手 紙(sasanam):p.imina nama upayena

mamsapesim chaddapesi idam devo janatu(賢 者 は これ これ の 方 法 を 用 い て,(鷹 か ら)

肉 を吐 き捨 て させ ま した.こ の こ とを王 様 は お分 か り くだ さ い.)

・親 書(sasanam):tatth'eva nam vimamsatu(そ の村 で(さ らに)賢 者 を試 験 せ よ.)

・村 民 へ の 命 令 書(sasanam): raja dolayakimitukamo rajakule ca puranavalukayottam ch-

innam ekam valukayottam vattetva pesentu apesentanam sahassam dando(王 は ブ ラ ン コ遊

び を した い と思 っ て お られ るが,王 宮 に は古 い 砂 の綱 が きれ て し ま っ た の で,(新 し

い)砂 の綱 を送 っ て よ こせ.送 っ て こな けれ ぼ千 金 の罰 だ.)
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(174) ジャータカにみる手紙(水 野)

VI:403:13,17・ ブ ラ フ マ ダ ッ タ 王 → ヴ エ ー デ ー ハ 王 へ の 手 紙(pannam) : sve

dhammayuddham bhavissati dvinnam, panditanam, dhammena samena jayaparajayo bhavissti,

yo dhammayuddham na karissati so parajito va nama bhavissati (明 日,二 人 の賢 者 の あい

だ で,正 々堂 々 の戦 い が あ る.正 し く平 等 に勝 敗 が つ け られ る.'正 々 堂 々 の 戦 い を し

な い者 は ま け に な るで あ ろ う.)

(2)契 約 文 書

1:230 : 5ff = J40・ 借 金 の 証 文(panna-)

(3)私 的 書 簡

,1:409:18 = J100 (既 出)・ 王 子 の 母 → 王 子 へ の 手 紙(pannam) : yuddhena kam-

mam n'atthi, sabba-disasu sancaram pacchinditvaBaranasi-nagaram parivaretu, tato darudaka-

bhatta-Parikkhayena kilanta-manussam nagaram vine va yuddhena ganhissati(戦 って も仕 方

な い.す べ て の方 向 の交 通 を遮 断 して,バ ー ラー ナ シ ー の 街 を 孤 立 させ な さい.そ う

す れ ば,薪 や 食 物 が な くな っ て,人 々 は疲 弊 し,戦 わ ず して,街 を 手 に 入 れ るで し ょ

う。)

I:451:29 ff=J125・ 召 使 い の 息 子 が 豪 商 の 子 に な り す ま す べ く 自 ら書 い た

手 紙(pannam) : aham asukam nama mama puttam tava santikam pahinim, avahavivahasam-

bandho nama mayham taya tuyhan ca maya saddhim patirupo, tasma tvam imassa darakassa at-

tano dhltaram datva etam tatth' eva vasapehi, aham pi okasam labhitiva agamissami(私 は こ

の よ うな 名 前 の もの で す.私 の息 子 を あ な た の も とに使 い に 出 しま した.婚 姻 関 係 は,

私 に とって も,あ な た に とっ て も とも に相 応 しい こ とで す.だ か ら,あ な た は,こ の

息 子 に ご 自分 の お嬢 さ ん を与 え て,彼 を そ こに住 ま わ せ て くだ さ い.私 も折 を み て 参

りま し ょ う。)

○Ⅱ:174:1,3,25=J214・ バ ー ラ ー ナ シ ー ,王→ 追 放 し た 顧:問 僧 ボ ー デ ィ サ ッ タ

を 呼 び 戻 す た め,木 の 葉(pannam)に 詩 を し た た め たpunnam nadim yena ca

peyyam ahu. jatam yana ca guhyam ahu. duram gatam yena ca avhayanti.so ty-agato

panda ca bhunja brahmana.(人 々 は 溢 れ た 川 を,そ の[鴉]に よっ て飲 め る とい い,生

育 した 大 麦 を,そ の[鴉]を 隠 せ る とい い,ま た,そ の[鴉]に よっ て,遠 方 に 行 っ

た もの が[帰 って 来 つ つ あ る と]語 る.そ の[鴉]が 今 来 た.さ あ バ ラモ ン よ,食 べ

な され!)

Ⅳ:38:16=J445・ 子 を 孕 ま ぬ こ と を 答 め ら れ,身 重 を 装 っ て 実 家 へ 向 か っ た

商 人 の 妻 が,隊 商 の 女 の 赤 子 を 拾 い,ラ ー ジ ャ ガハ の 嫁 ぎ先 に 手 紙(pannam)

を 送 っ た.そ の 返 信:vijatakalato patthaya pitu kule kim karissati, idh' eva agacchatu

(生 まれ た か ら に は,父 親 の 家 に行 くこ とな どあ り ませ ん.こ ち らへ 帰 っ て い らつ しゃ

い 。)
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(175)ジャータカにみる手紙(水 野)

○Ⅳ: .55:17 = J447・ ダ ン マ パ ー ラ の 師 匠 がDの 父 親 に 若 者 が 死 な な い 訳 を 訊

ね た 回 答,つ ま り 法 の 道 を(タ ー ラ樹 の)葉(panne)に 書 き 取 り(likhitva)

云 々:法 の 道(8偈 分 (gatha78-85))〈 引 用 省 略>

Ⅳ:105:4 = J458・ カ ー シ 王 か ら 王 子 と して 生 ま れ た ボ ー デ ィ サ ッ タ へ の 手 紙

(sasanam)(伝 言?):natakani'ssa paccupattapessami ((お 前 を)王 の位 に 潅 頂 し,そ の

即 位 の式 典 を と りお こ な お う と思 う.)

Ⅳ:147:2 = J465・ シ ャ カ 族 の 王 マ ハ ー ナ ー マ が 下 女 に 生 ま せ た 娘 を ,そ う と

は 知 ら せ ず コ ー サ ラ 王 に 嫁 が せ た.そ の 王 女 に な り す ま し た 女 に 王 子 が 生

ま れ,16才 に 成 長 し た と き,音 沙 汰 の な い 母 親 の 実 家 に 行 き た い と言 う の

で,彼 女 は 実 家 に 手 紙(pannam)を 送 っ た.: aham idha sukham vasami, samino

massa kinci antaram dassayimsu(私 は この 地 で 幸 せ に暮 ら して お ります.ど うか 皆様 方

は,王 子 に内 実 をお 漏 ら し にな りませ ん よ う に.)

Ⅳ:150:29 ,ff:〈 同 上 〉 ・コ ー サ ラ王 の 将 軍 バ ン ド ゥ ラ の 妻 マ ッ リ カ ー 宛 て に,

夫 と32人 の 息 子 の 死 を 知 ら せ る 手 紙(pannam) : samikassa te saddhim puttehi si-

sam chinnam(ご 主 人 様 の首 が 息 子 さ ん た ち と とも に はね られ ま した.)

Ⅳ:169:7,13,20=1467・ バ ー ラ ナ シ ー 王 ブ ラ フ マ ダ ッ タ の 二 人 の 息 子 の う ち

兄 は,権 勢 を 嫌 い 辺 境 の 地 で 暮 ら し て い た が,身 分 が ぼ れ て,地 方 の 長 者

に 乞 わ れ て,弟 で あ る 王 に 宛 て 書 い た 手 紙(pannam): aham asulcasetthikulam

nama upanissaya vasami,mam nissaya etesam balim vissajjehi(私 は これ これ の 長者 の 家 に

厄 介 にな って い る.私 に免 じて,こ の 者 た ち の 税 を 免 除 して や っ て も らい た い.)

VI:31:10=J539・ ポ ー ラ ジ ャ ナ カ 童 子 か ら兄 へ の 書 状(sasanam) : naham pubbe

tumhakan veri idani pan'amhi veriti chattam va me detha yuddhamva(以 前 わ た しは あ な た

に怨 み を抱 いて い なか っ た けれ ど,い ま は恨 ん で い るの だ.私 に傘 蓋 を 与 え よ.そ う

で な けれ ぼ 戦 争 だ 。)

VI:369:10,13:J546(既 出)・(ア マ ラー デ ー ヴ ィー 王 冠 の入 っ たバ タ ー の 壺 を セ ー ナ

カ の 女 中 か ら受 け取 っ て)「asulcamase asukadivasesenakacariyo asukadasidhitaya asukaya

nama hatthe ranno cumamanim pahenakatthaya pahini(某 月某 日,セ ー ナ カ 先 生 が,某 女

中 娘 の手 を通 して,王 の 宝冠 を 進 物 として 贈 っ て き た)」 と貝葉 に(panne)し た た め

て(likhitva)も っ て いた.

・(カ ー ヴ ィ ン ダ は毛 布(kambalam)を)貝 葉 で 作 っ た 籠 に(panna-pacchiyam)入 れ

て 贈 って きた.

・(ア マ ラー デ ー ヴ ィ ー は ,こ れ らす べ て を 受 け取 り)貝 葉 に(panne)([贈 り主 の]

名 前 や[進 物 の]中 身 な ど を(namarupam)明 示 し(aropetva)・ ・

Ⅵ:185:13,18(pannalcaram),20=J546(既 出)・ ウ ド ゥ ン バ ラ ー 妃 → 弟 ボ ー デ ィ
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サ ッ タ へ,モ ー ダ カ 菓 子 の 中 に 埋 め 込 ん だ 手 紙(pannam) : mahosadha, cattaro

pandita tam paribhindimsu, raja kuddho sve dvarantare tava vadham anapesi, sverajakulam na

agaccheyyasi, agacchanto pana nagaram hatthagatam katva samattho hutva agaccheyyasi(マ

ホーサダ よ,四 人の賢者 は,お まえを[王 に]諦 言 しま した.王 は怒 って,明 日門内

でおまえを殺 す ことを命 じました.明 日は,王 宮へ はこないほ うが よいで しょう.し

か し,く るな らぼ,都 を[お のが]手 中に治 め,実 力 をつ けてか ら,や って来 な さ

い.)

予 想 以 上 に頻 出 し,文 字 文 化 の浸 透 ぶ りに まず 驚 か さ れ るが,こ う して 整 理 し

て み る と,王 へ の信 書 な どの 公 的 書 簡 は 内容 を 完 結 に記 した比 較 的 短 い もの が 多

く,私 的 書 簡 は そ れ よ り長 め の 文 面 が 多 い こ とが 確 認 で き る.一 番 長 い も の

(J447,8偈 分)で も,一 葉 に収 ま りき りそ うだ が,素 材 を知 る手 掛 か りを見 て み よ

う.

手 紙 の 素 材

筆 記 用 の 紙 類 に 関 して,イ ン ドー 帯 で は タ ー ラ樹 の 葉(貝 葉)が,ヒ マ ー ラ ヤ

地 方 で は 樺 の 木(bhurja-)の 内 皮(tvac-)が 使 わ れ て い た[Basham:401]と い わ

れ,後 者 につ い て は 『クマ ー ラサ ンバ ヴ ァ』(1,7)の 描 写 で も知 られ る3).ま た,

ア レク サ ンダ ー 大 王 東 征 軍(BC.326)の 司 令 長 官 ニ ア ル コス(Nearchos)が,イ ン

ドに は 綿 を 擦 りつ ぶ し て つ く る筆 記 用 の紙 が 存 在 した と語 っ た と も言 わ れ る

[Murthy:34][Pandey:6,71,84]が,「 鳥 に託 す 」(Ⅲ:134:16,ff=J143),「 牝 象 に結 び

つ け る」(Ⅲ:386:23,387:9=J409),「 矢 に縛 りつ け て 」(Ⅵ:400:29,30=J546)と い っ

た 描 写 を み る と,か な り柔 軟 性 の あ る素材 に筆 記 した こ とが推 測 され る.さ らに

「モ ー ダ カ菓 子 の 中 に 埋 め込 ん だ ・ ・」(Ⅵ:385=J546)と な る と,そ れ な りの 耐

久 性 を も った もの で な けれ ぼ な らな い.樺 の 内 皮 も丸 め る ピ とが で き る よ うだ が,

そ うだ とす る と この 話 は,北 方 イ ン ドに発 した も の な の だ ろ うか.民 話 の 起 源 に

まで 関 わ っ て い く問題 だ が,こ こで は指摘 だ けに 留 め る.

い わ ゆ る紙 様 の もの 以 外 で は,黄 金 の板 に か な り長 い文 言 を 刻 ん だ 例 が2カ 所

(Ⅱ:36:20=Jl59,Ⅳ:335:19=J491),「 イ ヤ リ ン グ,金 の靴,金 の ネ ッ ク レス に 『わ

た しの す べ き こ とが あれ ぼ知 らせ よ』 とい う文 字 を刻 み つ け(adhitthahitva)・ ・」

とい う記述(Ⅵ:390:19-20=J546)も 見 られ る.
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発 信 者 ・受 信 者 と 文 字 文 化

手 紙 の発 信 者 お よ び受 信 者 の 職 種 に注 目 して み る と,王 族 お よ び そ の家 族 や 臣

下 た ち とい っ た例 が 多 か っ た が,発 信 者 に,辺 境 の 兵 士(Ⅱ:74:22=J176),密 偵

(Ⅵ=400:29,30=J546)の ほ か,象 使 い(Ⅳ:92:25=J455),町 人(Ⅱ:21:11=J156),

商 人 の妻(Ⅳ:38:16=J445)な ど もい て,文 字 文 化 が か な り広 く浸 透 して い た様 子

が こ の点 か ら も窺 え る.と りわ けJ125「 カ タ ー バ カ 前 生物 語 」 に は,豪 商 の息 子

が 石 版 で もっ て 読 み 書 き を学 ん だ こ と,そ の 豪 商 の召 使 い の 息 子 が 同 い年 で,師

の 家 まで 石 版 を運 ぶ役 で あ っ た が,ま さに 門 前 の 小 僧 の よ うに読 み書 き を修 め た

こ とが 記 述 され て い て 興 味 深 い .

お わ り に

今 回 抽 出 した 手紙 文 面 の諸 例 の うち,○ 印 を付 した2カ 所 の み が,韻 文,い わ

ゆ る経 典 部 分 か らの もの(J447の 例 は,そ れが そのまま書 き記 されたか否か曖昧で ある

が)で あ り,そ れ 以 外 は す べ て ア ッ タカ タ ー(注 釈)部 分 で あ っ た か ら,文 献 の

成 立 とい う点 で は,時 代 が カ ー リダ ー サ(4世 紀)と 大 差 な い か,も し くは む し

ろ,よ り後 代 に な っ て し ま うの か も し れ な い.[干 潟:41]歴 史 的 考 察 に は 慎 重

を 要 す る わ け だ が[Winternitz:14],ジ ャ ー タ カ の 作 品 と して の 成 立 問 題[Gei-

ger:30-32][Hinuber:54-58]は と もか く,個 々 の民 話 と して の成 立 は さ ら に遡 る は

ず で あ り,長 く口頭 伝 承 され て き た は ず で あ る.口 承 文 芸 の な か に文 字 文 化 の 片

鱗 を窺 う とい う,些 か トリ ッキ ー な試 み で あ っ た か も しれ な い.

註

1)大 正 大学表 現文化 研究 会,編 集 中 「イ ン ドの ラヴ レター 一 心情伝 達 の レ トリック

―」.な らび に未公表稿 「イ ン ド古典 に見 る手紙の諸例 と使者文学」

2)Gombrich[1988],下 田[1997:47-,431-433]ら が議 論す る ところの,文 字文化 と大乗

仏教 の興起 との関係 について,こ こで は直接云々す るつ も りはない.

3) nystaksara dhatu-rasanena yatra bhurja-tvacah kunjara-bindu-sonah, 
vrajanti vidyadhara-sundarinam anangalekha-kriyayopayogam. 

[Kale, M.R.,ed., 1981 (7th ed.), Kalidasa's Kumarasambhava, Cntos 1-8, Delhi: Motilal

Banarsidas.:4,167,227-228]和 訳:こ こ 〈ヒ マ ー ラ ヤ 地 方 〉 で は,鉱 物 の 〈赤 い 〉 液

(dhatu-rasa)で 文 字(aksara)が 記 さ れ て,〈 成 長 した 〉 象 が 〈こ め か み か ら出 る発 情 期

の〉 滴 で赤 く染 ま る よ うに,赤 くな る樺 の 木(bhurja)の 樹 皮(tvac)は,〈 ヒマ ー ラヤ

地 方 に在 住 の〉 有 識 部 族(vidyadhara)の 美 し き妖 精 た ち が 恋 文 く=愛(anahga)の 手
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紙(lekha)〉 を した た め るか ら こ そ,役 立 つ もの とな るの で す.(〈 〉 内 は筆 者 に よ っ

て補 っ た部 分.)
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scribe of the ms. knew the Saddantavadana of the Kalpadrumavadanamala 

(v. de Jong (1977), p. 32). 

66. The Custom of Writing Epistles in the Pali Jataka: literacy in ancient In-
dia 

Yoshifumi MIZUNo 

The aim of this paper is to contribute to the knowledge of the develop-

ment of literacy in ancient India by researching the custom of writing epis-
tles found in the Pall Jataka. Because this text contains many descriptions of 

epistles, some of which were written by townsmen and a merchant's wife, we 
can assume that the custom of writing epistles was more widespread than 

our current estimate. We can also find some indication regarding the types 
of materials that were used for writing epistles. Since we are aware of only 
two examples in canonical verses (gatha) and others in later commentaries 

(Jdtakatthavannand, etc.), we cannot definitely ascertain the inception and du-
ration of the custom of writing epistles in India. However, this research can 
help us acquire other information on this phase of development of literacy in 

ancient India. 

67. On the Buddha's first words: 'patubhavanti dhamma' (Vin.I. 23) 

Shinkan MURAKAMI 

The Pall tradition mentions two kinds of the Buddha's first words: one 

corresponds to Dh.153-4, the other denotes the first three verses of Vin.I (= 
Ud.1-3). According to the former, the Buddha, having discovered the craving 
which makes His own existence in transmigration, destroyed mental defile-

ments and ignorance with which His existence is covered just like with a 
roof. Then He attained the extinction of the cravings. The latter occurred to 

Him after having considered dependent origination (paticca-samuppada) 

through the night under the Bodhi-tree. Here the constituent elements of hu-

man existence (dhamma) become clear (open) to the Buddha. Among these el-
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